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= Pi  Di (1)
となる．ここで，ai は i 番目のリン酸化酵素がリン酸化された













































とモデル化した．kjL と kmL は速度定数である．軸索伸長には
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(7)式の，w; bはパラメータであり，関数 sign(g)は g < 0のとき
 1をとり，g > 0のとき 1をとる．また，図 2のwTx+ b = 0
となる直線を分離超平面と呼び，分離超平面に最も近い各クラ
スのデータ（サポートベクトル）と分離超平面との距離をマージ
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